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Functionality of new edible seeds



























































































































































































































（Reactive oxygen species, ROS）と抗酸化物質のバラン
表 2　主な食用種子の栄養成分（100g 当たりの量）
























































































































































































































　　　　モリンガのデータ（Leone et al. 2016）
・数値は玄穀，乾燥状態で測定されたもの
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スによってコントロールされている（Bailly & Kranner, 
2011）．ROSが過剰な場合に細胞の損傷を防ぐため，様々
な抗酸化物質を備えていると考えられている（Kumar, 




















































　尚，モリンガのみ引用文献データ（Leone et al. 2016）





　尚，モリンガのみ引用文献データ（Leone et al. 2016）
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Nam, Kim, H, Hayes, & Lee, 2014）．さらに，ミリセチ
ン，ケルセチン，ケンフェロール，クロロゲン酸などの
ポリフェノール類を豊富に含み，高い抗酸化能が証明さ















（Marineli, Lenquiste, Moraes, & Maróstica, 2015）．
　また，細胞実験，動物実験において抗炎症，抗酸化，
抗血糖，免疫刺激などの機能が確認されている（Ferreira, 
Fomes, Silva, & Rosa, 2015, Kulczyński, Cisowska, 































とが示された（Mahajan, Mali, & Mehta, 2007）．
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